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１ 試行期間 

  平成 29年６月１日（木）～８月 31日（木） 

２ 試行内容 

（１）夜間開館の延長 

   月１回、最終金曜日のみ、19時までの開館を１時間延長し、20時までとした。 

（２）夜間開館延長日の人員体制 

時間帯 職員 
図書館業務

嘱託員 

中央からの

応援職員 
合計 

8：30～10：30 ２名 １名  ３名 

10：30～12：00 ３名 ２名  ５名 

17：00～19：00 １名 １名 １名 ３名 

19：00～20：15 １名 ０名 １名 ２名 

19時から 20時までは職員２名が１時間ずつ超過勤務で対応 

(３)周知方法 

    図書館ホームページ・館内掲示・大船図書館貸出レシート表示で案内した。 

３ 試行結果 

（１）来館者カウント数 

＊入退館に関わらず、ゲートを１人通過するごとに 0.5カウント 

時間帯 ６月 30日(金) ７月 28日(金) ８月 25日(金) 

12：00～17：00(１時間平均) 62  66  60  

17：00～18：00 52  56  48  

18：00～19：00 66  57  30  

19：00～20：00 32  17  25  

   ＊８月 25日（金）のみ、19時以降の入館者を視認したところ９名であった。 

（２）利用者の声 

   ・19時以降に、予約資料を借りに来た利用者が、「開館時間延長で助かる。」と

感想をもらしていた。 

   ・19時以降に親子で来館した利用者が、「20時まで開いていると仕事帰りに一緒

に来ることができる。」と喜んでいた。 

    

４ 本実施に向けて、試行実施館としての見解 

仮に本実施を 20時まで開館とすると、中央図書館からの応援がない状況で実施す

るため、人的手当てが必要である。スライド勤務で対応する場合、８時 30分から 17

時 15分まで勤務する職員２名と８時 30分から 17時まで勤務する図書館業務嘱託員

１名のグループと、11時 30分から 20時 15分まで勤務する職員１名と 11時 30分か

ら 20時まで勤務する図書館業務嘱託員１名のグループの体制になる。その場合、10

時 30分から 11時 30分の時間帯が手薄になるため、図書館業務嘱託員の加配が必要

になってくる。 


